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結果に関するコメント
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1. エンジニアリングソリューション事業では、主要顧客が
技術開発投資を進められたことから、受注は堅調に推移

2. 品質を堅持した積極採用を継続し、 2025年4月は645名
(MT：308名、MF：337名)の৿入社員が入社、
2025年6月末のエンジニア社員数(MT、MF合計)は、
12,588名（前年6月末比 ▲98名、▲0.8％）

3. 前年同期比で、連結の売上高は＋3.6％、
営業利益は＋2.3％、四半期純利益は＋3.4%

4. 前年同期比で、MTの売上高は＋3.6%、営業利益は+5.5％
MFの売上高は＋2.7%、営業利益は労務費増加等を要因に、
▲9.8%（但し、予想通り）



(百万円未満切捨て)

2025年3月期
1Q実績

2026年3月期
1Q実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

2025年5月公表
2Q期初予想

予想
進捗率

売上高 32,910 34,084 ＋1,173 ＋3.6% 68,500 49.8%

23,917 24,931 ＋1,013 ＋4.2% 50,100

原価率 72.7% 63.1% ＋0.5% 73.1%

販売管理費 4,224 4,263 ＋48 ＋1.1% 8,800

4,767 4,869 ＋111 ＋2.3% 9,600 50.8%

営業利益率 14.5% 14.3% ▲0.2% 14.0%

4,780 4,911 ＋130 ＋2.7% 9,600 51.2%

0 △ 11 ▲10 ―

4,780 4,900 ＋119 ＋2.5%

3,223 3,332 ＋109 ＋3.4% 6,600 50.5%

四半期純利益率 9.8% 9.8% ―

売上原価

営業利益

経常利益
特別損益
税金等調整前四半期純利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

2026年3月期 第1四半期 グループ連結
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(百万円未満切捨て)
2025年3月期

1Q実績
2026年3月期

1Q実績
前年同期比

増減額
前年同期比

増減率

売上高 32,570 33,629 ＋1,159 ＋3.6%

構成比 99.0% 99.0% －

エンジニアリング メイテック 22,861 23,669 ＋817 ＋3.6%

ソリューション事業 メイテックフィルダーズ 8,842 9,082 ＋239 ＋2.7%

営業利益 4,714 4,863 ＋148 ＋3.2%

構成比 98.9% 99.6% ＋0.8%

売上高 345 354 ＋9 ＋2.7%

エンジニア 構成比 1.0% 1.0% ―

紹介事業 営業利益 119 131 ＋12 ＋10.2%

構成比 2.5% 2.6% ＋0.2%

2026年3月期第1四半期 グループ・セグメント
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(百万円未満切捨て)

2025年3月期
1Q実績

2026年3月期
1Q実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

2025年5月公表
2Q期初予想

予想
進捗率

22,861 23,669 ＋817 ＋3.6% 47,500 49.9%

3,794 4,003 ＋208 ＋5.5% 7,400 54.1%

営業利益率 16.6% 16.9% ＋0.3% 15.6%

3,800 4,004 ＋204 ＋5.4% 7,500 53.4%

2,610 2,643 ＋133 ＋5.1% 5,100 53.8%

95.8% 96.4% ＋0.6% 97.4%

8.37 8.26 ▲0.11 ▲1.3% 8.34

8,074 8,020 ▲54 ▲0.7%

売上高

営業利益

四半期純利益

稼働率（全体）

稼働時間〈h/day〉

エンジニア社員数〈名〉

経常利益

2026年3月期第1四半期 メイテック
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(百万円未満切捨て)

2025年3月期
1Q実績

2026年3月期
1Q実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

2025年5月公表
2Q期初予想

予想
進捗率

8,842 9,082 ＋239 ＋2.7% 18,300 49.6%

869 684 ▲85 ▲9.8% 1,800 43.6%

営業利益率 9.8% 8.6% ▲1.2% 9.8%

869 685 ▲84 ▲9.7% 1,800 43.6%

598 536 ▲61 ▲10.4% 1,200 44.7%

93.5% 93.3% ▲0.2% 95.8%

8.21 8.13 ▲0.08 ▲1.0% 8.21

4,612 4,568 ▲44 ▲1.0%エンジニア社員数〈名〉

稼働率（全体）

稼働時間〈h/day〉

売上高

経常利益

営業利益

四半期純利益

2026年3月期第1四半期 メイテックフィルダーズ
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エンジニア社員数 グループ連結
（名/Person）

エンジニア社員数 メイテック
（名/Person）
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エンジニア社員数 メイテックフィルダーズ
（名/Person）
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（名/Person）

予想

予想

予想 予想

予想

採用実績と採用目標

予想
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メイテックフィルダーズ
/MEITEC Fielders

メイテック/MEITEC

2025年3月期通期
決算説明資料再掲

（名/Person）

メイテック メイテックフィルダーズ グループ２社

（名） 合計 ৿卒 キャリア 合計 ৿卒 キャリア 合計 ৿卒 キャリア

2026年度 目標 目標 目標
26年4月〜 400 450 850

前期比 ＋92 ＋113 ＋205

目標比

2025年度 目標 実績 目標 目標 実績 目標 目標 実績 目標
25年4月〜 508 308 200 637 337 300 1,145 645 500

前期比 ＋70 ▲21 ＋91 ＋48 ＋35 ＋13 ＋118 ＋14 ＋104

目標比 ▲192 ― ▲63 ― ▲255 ―

2024年度 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績
24年4月〜 438 329 109 589 302 287 1,027 631 396

前期比 ▲235 ▲130 ▲105 ▲241 ▲63 ▲178 ▲476 ▲193 ▲283

目標比 ▲302 ▲171 ▲131 ▲341 ▲148 ▲193 ▲823 ▲319 ▲324

2025年4月新卒実績︓MT

1. 前期比▲21、目標比▲192
2. 採用基準を堅持
3. ターゲット層の学生の就職活動が、

想定よりも早かった
4. 他社が採用活動期間を延⻑したため、

内定を辞退する学生が増えた

2026年4月新卒目標︓MT

1. 前期比＋92の400名を目標
2. 採用基準の堅持は継続
3. 学生の就職活動の早期化に同期して

活動を開始⇒昨年より早期化を実感
4. 差別化と集中で数を積み増し、

早めに多くの辞退抑止策を実施

2025年4月新卒実績︓MF

1. 前期比＋35、目標比▲63
2. 採用基準を堅持
3. 非常に多くの他社が、数量の確保を

優先し、採用基準を引き下げた
4. 早期化と⻑期化が混ざり合う中でも

粘り強く活動し、前期比を上回った

2026年4月新卒目標︓MF

1. 前期比＋113の450名を目標
2. 採用基準の堅持は継続
3. ターゲット学生の就職活動が早期化

→ 同期して採用活動の開始を前倒し
4. リレーションの質と量を更に高める

キャリア実績︓MT
1. 前期比▲105名、目標比▲131
2. 他社の①採用基準引き下げ、②処遇

条件引き上げ、などで大苦戦
3. 書類選考から面接評価まで、すべて

の合格率が低下した

キャリア目標︓MT

1. 前期比＋91の200名を目標
2. 採用基準の堅持は継続
3. 一部の他社で緩めた採用基準を戻す

など、慎重な動きも出始めた
4. 生涯プロのエンジニ アとして働く

意義を粘り強く訴求する

キャリア実績︓MF

1. 前期比▲178、目標比▲193
2. 他社が数量確保を最優先、未経験の

対象も大きく拡げ、加えて採用基準
を引き下げ、もあり大苦戦

3. 機動性を欠いた面は反省点

キャリア目標︓MF

1. 前期比＋13の300名を目標
2. 採用基準の堅持は継続
3. ミドルゾーンは、依然、荒れた市場

環境が続いている
4. 反省を踏まえ、柔軟に、機動的に、

施策を打っていく



稼働率
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メイテックフィルダーズ
MEITEC Fielders/MF

メイテック
MEITEC/MT

稼働時間
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メイテックフィルダーズ
MEITEC Fielders/MF

メイテック
MEITEC/MT



株式会社メイテックグループホールディングス社 名
東京都台東区上野1-1-10本 社
神奈川県厚⽊市森の⾥⻘⼭15-1本 店
９７４４（東証プライム）証券コード
１９７４年（昭和４９年）７⽉１７⽇設 ⽴

会社概要

エンジニアリングソリューション事業 エンジニア
紹介事業
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将来の⾒通しに関する注意事項
現在の経済見通しは極めて不確実性が高いため、高い精度の

業績予想を立てることは困難です。業績予想の精度は、従前に
比して低下していることをお知らせします。

本資料に記載した業績見通し等の将来に関する記述は、当社
が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前
提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異
なる可能性があります。

実際の業績等に影響を与える可能性のある重要な要因には、
既に公表している有価証券報告書等で記載した「事業等のリス
ク」に係る事項があります。なお、業績に影響を与える要因は
これらに限定されるものではありません。

IRに関するお問い合わせ
E-mail ： ir@meitecgroup-holdings.com 


